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【はじめに】 

ボツリヌス症は Clostridium botulinum が産生する

神経毒素により発症する。県内では 2013 年にサトウキ

ビ給餌による牛ボツリヌス症が発生しており、今回カラス

糞便からの感染が疑われる事例に遭遇したためその概

要を報告する。 

【発生概要】 

2021 年 10 月に繁殖雌牛 17 頭を飼育する肉用牛繁

殖農場で母牛 4 頭が食欲不振、活力低下、起立不能、

平衡失調、低体温、流涎、露舌、口唇浮腫、第一胃運

動停止、排便停止を呈し、3 頭が死亡したため病性鑑

定を実施した（図 1）。 
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【材料と方法】 

 剖検は 3 頭目の発症牛（No.2）について定法に従い

実施した。細菌学的検査は発症牛（No.2）の主要臓器

を用いて定法に従い実施した。ボツリヌス毒素検査は 2

～4 頭目の発症牛（No.1-3）の血清及び直腸便、発症

牛（No.2）の第一胃内容物、第四胃内容物、小腸内容

物、結腸内容物、同居牛 3 頭の直腸便の他、畜舎内の

乾草、飲水、カラス糞便を用いて国立研究開発法人 

農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門

の「C 型および D 型ボツリヌス症診断プロトコール」に従

い実施した。病理組織学的検査は発症牛（No.2）の主

要臓器を用いて定法に従い実施した。血清生化学検

査は発症牛（No.1-3）と同居牛 6 頭について実施した。 

【結果】 

剖検では左後肢膝上骨格筋に出血、肺右葉にうっ

血、肝臓に軽度腫脹、腎臓に白斑と出血斑が見られた

（図 2）。細菌学的検査では有意菌分離陰性だった。ボ

ツリヌス毒素検査では発症牛（No.2）の直腸便と第一胃

内容物、カラス糞便からボツリヌス D 型毒素（D/C モザイ

ク型）が検出された。発症牛の血清や検体処理上清か

らボツリヌス毒素は検出されず、増菌培養液から毒素が

検出された。毒素により死亡したマウスには腰部麻痺が

見られ、毒素は D 型抗毒素血清で完全に中和された

が、C 型抗毒素血清でも部分的に中和されてマウスの

致死時間が遅延した（図 3, 4）。病理組織学的検査で

は心臓や第一胃筋層に血管炎が見られ、心筋細胞の

変性や壊死、膀胱粘膜下の出血が見られた。腎臓は髄

質から皮質にかけてくさび状に尿細管変性や壊死が見

られた（図 5）。血清生化学検査では発症牛（No.2）に

AST の上昇が見られた（図 6）。 
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【短報】 
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【まとめ及び考察】 

本事例では発症した 4 頭中 1 頭からボツリヌス D 型

毒素（D/C モザイク型）が検出され、発生状況や疫学状

況を含めて牛ボツリヌス症と診断した。また畜舎内のカ

ラス糞便から D型毒素（D/Cモザイク型）が検出されてお

り、発症に関与したと考えられた。牛はボツリヌス毒素に

感受性が高く、発症すると急性に病態が進行するため

治療や診断が難しいが、本事例では早期対処療法と

緊急ワクチン接種を実施しており 4 頭目以降の発症は

見られなかった。ワクチン接種は発症予防に効果的だ

が、C.botulinum の感染は防げないため、本症の感染

予防には畜舎内の清掃や消毒の徹底とカラスなど野生

動物の侵入防止対策が重要である。 


